別紙２
平成29年度「研究支援員制度」の利用者公募要項
本学は、文部科学省の「平成28年度科学技術人材育成費補助事業：ダイバーシティ研究環境実現イニシアティブ（牽引型）」に採択され（総括責任者は東京農工大学）、「研究支援員制度」の利用者を下記のとおり募集します。


本事業は、「第５期科学技術基本計画（平成28年1月閣議決定）」及び「第４次男女共同参画基本計画

（平成27年12月閣議決定）」等に基づき、「女性研究者の研究力向上に向けた取組を行う大学・研究

機関等に支援」が行われるものです。
「研究支援員制度」は、女性研究者のライフイベント（育児、介護等）及びワーク・ライフ・バランスに
配慮した研究環境整備のための支援を行う制度です。
1． 公募対象
・総合国際学研究院、国際日本学研究院、アジア・アフリカ言語文化研究所、世界言語社会教育セン
ター、現代アフリカ地域研究センターに所属する専任の研究者で、子育て（育児）、介護等の
ライフイベントを有する者

　　・本学男性研究者の場合は、配偶者が大学、大学共同利用機関、独立行政法人で雇用されている女性

研究者であること
　　
2． 支援内容

・研究補助を行う研究支援員の謝金を支給　（平成29年度は、2,000,000円配分予定）
　　　支援期間　採択日から2018年2月28日まで


＊「国立大学法人東京外国語大学謝金取扱規程」「諸謝金単価基準表」に基づき、謝金を支給します。

＊　原則として、「国立大学法人東京外国語大学職員育児休業等規程」または「国立大学法人東京外国語大学職員介護休業規程」により定める育児、介護等のライフイベントを有する研究者を対象とします。これによらないライフイベントにより支援を必要とする場合は、理由書（様式自由）を添えて、申請してください。男女共同参画推進部会において検討のうえ、支給の可否を決定します。
3． 必要書類・要件
別紙「研究支援員制度・利用申請書」に必要事項をご記入のうえ、本学指定の「研究補助申請書」を添えて、提出してください。
研究分野は問いませんが、支援対象となる業務は以下の業務となります。

（1） 簡単なデータ入力・整理、文献管理、および事務処理等（単価1,000円相当の業務を対象）
（2） 月1～2回、１日2～3時間を目安とし、月40時間程度を上限とします。
（3） 継続期間が31日を超えない範囲での業務　

（4） 出勤簿により本学にて勤務管理が可能な業務
　　 （注1）同時間帯に複数の支援者を配置し、謝金を支払うことはできません。
（注2）謝金単価は、本学が定める単価表に基づき設定。
併せて以下のURLもご参照ください。

http://www.tufs.ac.jp/common/is/soumu/jinji/flowchart.pdf
（注3）「研究補助申請書」を必ず事前に提出してください。
　　　http://www.tufs.ac.jp/common/is/kaikei/syakin-check.html
4． 提出期限・提出先等
（1） 提出期限：平成29年6月23日（金）17:00　期限厳守
（2） 提出先・お問合せ先：総務企画課総務係：d-apply@tufs.ac.jp
　　　　選定結果は、6月30日（金）までに、通知します。
　　※申請にあたってご不明な点がございましたら、お問合せください。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　以上
	平成29年度ダイバーシティ研究環境実現イニシアティブ（牽引型）

研究支援員制度　　利用申請書


	ふりがな
	がいご　はなこ

	氏　名
	外語　　花子

	所　属・職　名
	東京外国語大学大学院総合国際学研究院・講師

	連絡先
	e-mail：hanako@tufs.ac.jp　


	
	TEL：042-000-0000　      

	研究支援員（謝金）
申請額
	金額
	使途（内訳）

	
	3万円
	・3万円の見込み
研究会運営謝金（事務補佐員1名×時給1000円×30時間予定：　プロシーディング刊行の補助として。）

	有するライフイベント
（該当するものに○）
	１．子育て　　　　　　　２．介護　　　　　　３．その他（　　　　　　　　　　　）

※男性研究者の場合は、3に配偶者である女性が有するライフイベントについて記載ください。

	 研究支援員を配置することにより、期待される効果　

	2017年○月○日（日）本学で開催するワークショップ「外語○○」の実施にあたり、研究支援員の配置を希望するもの。
研究支援員を配置することにより、円滑な研究会の運営が期待されるほか、研究会の成果として次のことが期待できる。

１．ワークショップ終了後には、報告にもとづいた論文集を刊行する。ワークショップでの議論、および刊行物を各機関で共有することにより、専門領域を超えた学術交流と研究発展が深化すると期待される。

２．より広く、「ダイバーシティ研究環境実現イニシアティブ」は他機関の連携を可能にし、○○を専門とする研究者の視角と蓄積してきた成果をさらに加味することによって、当研究の課題をさらに多角的に深めることを可能にする。また、研究会・ワークショップなどのかたちで他機関の研究者と意見交換を積極的に行うことで、新たな知見が期待できる。　
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